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原子力機構(ＪＡＥＡ)原科研で展示会開催 2014.10.8
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｢多糖類ゲルを用いた放射線インジケータ｣と題して、高分
子の放射線橋掛けゲルを母材とする生体と等価なゲル線量
計の開発に関する紹介を戴きました。今後、民間企業への
技術移転を促進し、放射線照射によるがん治療等への展開

製品説明に
興味津々１盛況の展示会場

昨年、原子力研究開発機構(JAEA)大洗研究所で実施し
た展示会に引き続き､本年も東海村の原子力科学研究所(原
科研)で、10月8日(水)11時から茨城県研究開発支援型企
業｢技術展示会｣が開催されました。当協議会はJAEA、茨
城県、いばらき成長産業振興協議会と共に主催し、当日は
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技術移転を促進し、放射線照射によるがん治療等への展開
期待が語られました。

最後に､ JAEA研究連携成果展開部次長・中井川泉氏の
挨拶で熱気に満ちた交流会が閉幕しました。

今回の交流会は企業側紹介及びJAEAシーズ展開と言う
双方向の技術発信がなされ、今後、一歩前進した相互補完
による研究開発型製品化連携への進展が望まれます。

製品説明に
興味津々２

10月29日(水)､つく
ば市の産業技術総合研
究所(産総研)でも技術展
示会が開催されました。

この展示会は茨城県､
いばらき成長産業振興
協議会が主催し当協議
会等が共催しました。
また、産総研の協力と

展示会､産総研でも
2014.10.29

茨城研究開発支援型企業交流会(IRDA)の協賛を得て､合計
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城県、いばらき成長産業振興協議会と共に主催し、当日は
百名を超える研究者との接点を持つことができました。

これと並行して、13時10分から隣接する大会議室にて
産学連携交流会が開催されました。冒頭、JAEA研究連携
成果展開部々長・圖師修一氏と県商工労働部参事兼産業政
策課々長・野澤勝氏の挨拶の後、出展参加企業を代表して
㈱アルミ表面技術研究所・菊池哲氏、㈱清和製作所・池田
裕美氏､ ㈱シバソク・萩原博之氏、㈱エイ･イー･エス・掛
橋廉晴氏が各社の有する得意技術や他に誇り得る製品の紹
介を行い、研究者の関心を呼びました。又、研究連携成果
展開部の三枝邦夫産学連携コーディーネータからJAEAの
有する豊富なシーズのご紹介を戴いた後、量子ビーム応用
研究センター環境材料プロセシングGr・田口光正GLから

お問合わせ；いばらき量子ビーム研究センター(IQBRC)(TEL：029-352-3301)又は茨城県商工労働部産業政策課産学連携推進室(TEL：029-301-3522)

***** J-PARC NEWS 発行 *****

J-PARC NEWS 第114号が発行されました。

http://j-parc.jp/ja/news/news-j.html

■■■ イベントのお知らせ ■■■
● 放射線医学総合研究所(千葉市稲毛区)･見学会

◆日時：11/26(水) 13:30～16:00
◆ﾁｬｰﾀﾊﾞｽで移動、県庁を10時又はTCIを11時出発

（詳細は事務局からの既報お知らせをご参照ください）

茨城研究開発支援型企業交流会(IRDA)の協賛を得て､合計
28のブースが出展され､各社のアピールに研究者の関心が
集まり､約180名の来観者の許､盛会裡に閉幕しました。


